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Ⅰ
．
は
じ
め
に

一�

、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
（
金
融
セ
ク
タ
ー
評
価
プ
ロ
グ

ラ
ム
）

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
主
要
な
二
九
の
金
融
セ
ク
タ
ー
（
国
・
法

域
）
に
対
し
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
（
金
融
セ
ク
タ
ー
評
価
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
に
基
づ
く
調
査
を
五
年
毎
に
行
っ
て
い
る⑴

。
今

年
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
対
日
調
査
が
実
施
さ
れ
、
七
月
末
に
Ｆ

Ｓ
Ｓ
Ａ
（
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
性
評
価
）
レ
ポ
ー
ト
、
九

月
一
八
日
に
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
分
析
を
ま
と
め
た
五
本
の

テ
ク
ニ
カ
ル
・
ノ
ー
ト
が
公
表
さ
れ
た⑵

。
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
で
は

各
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
を
評
価
し
規
制
・
監
督

面
の
課
題
を
指
摘
す
る
が
、
今
回
日
本
に
は
、
長
期
的
な

観
点
か
ら
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
金
融
シ
ス
テ
ム
や
経
済

全
般
に
及
ぼ
す
影
響
に
注
目
し
、
分
析
し
て
い
る⑶

。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
一
七
年
四
月
の
国
際
金
融
安
定
性
報
告
書⑷

で
〝
長
期
に
わ
た
る
低
成
長
と
低
金
利
の
継
続
が
生
む
金

融
仲
介
上
の
問
題
〟
を
取
り
上
げ
、〝
日
本
の
経
験
〟
か

ら
、〝
低
金
利
状
態
が
人
口
高
齢
化
な
ど
、
短
期
的
改
善

が
期
待
で
き
な
い
構
造
的
な
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
〟
と
論
じ
た
。
一
〇
月
の
同
報
告
書
で
は
、G-SIB

�I�

M�

F
の
対
日
F�

S�

A�

P（
金
融
セ
ク
タ
ー
評
価
プ
ロ
グ
ラ
ム
）の
概
要

―
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
性
評
価
と
中
・
長
期
期
的
な
課
題
―

佐
志
田　

晶　

夫
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の
健
全
性
改
善
を
評
価
し
た
上
で
日
本
の
三
メ
ガ
バ
ン
ク

を
含
む
九
つ
のG-SIB

（Citi

以
外
は
日
・
英
・
欧
）

で
、〝
二
〇
一
九
年
に
至
っ
て
も
持
続
可
能
と
さ
れ
る
利

益
水
準
が
確
保
で
き
な
い
状
況
が
続
く
〟
懸
念
を
指
摘
し

て
い
る⑷

。
対
日
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
が
人
口
動
態
変
化
の
影
響
に
注

目
し
た
背
景
に
は
、
銀
行
の
収
益
性
低
下
が
金
融
シ
ス
テ

ム
に
及
ぼ
す
効
果
へ
の
懸
念
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

以
下
本
稿
で
は
、
日
本
に
対
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
金
融
安
定

性
評
価
か
ら
主
な
提
言
、
リ
ス
ク
評
価
、
人
口
動
態
が
及

ぼ
す
影
響
の
分
析
な
ど
を
紹
介
す
る
。

二
、
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
性
評
価
の
構
成
と
概
要

　

報
告
書
で
は
、
主
要
な
提
言
で
結
論
を
要
約
、
次
い
で

金
融
構
造
と
マ
ク
ロ
経
済
・
金
融
環
境
を
概
観
し
て
、
市

場
流
動
性
低
下
や
不
動
産
関
連
の
状
況
を
分
析
し
、
ス
ト

レ
ス
テ
ス
ト
を
用
い
た
分
析
で
銀
行
・
保
険
の
脆
弱
性
を

評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
相
互
連
関
性
リ
ス
ク
な
ど
に
言

及
し
た
上
で
人
口
動
態
の
影
響
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

政
策
面
で
は
、
金
融
監
督
や
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政

策
、
破
綻
処
理
制
度
、
高
齢
化
問
題
も
踏
ま
え
た
金
融
仲

介
機
能
改
善
な
ど
に
つ
い
て
検
討
。
補
論
に
は
バ
ー
ゼ
ル

銀
行
監
督
委
員
会
の
「
実
効
的
な
銀
行
監
督
の
た
め
の
コ

ア
と
な
る
諸
原
則
」
遵
守
状
況
評
価⑸

と
提
言
、
当
局
の
回

答
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
主
要
な
提
言
を
ま
と
め
る
と
図
表
1
の
通

り
。
金
融
機
関
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
や
リ

ス
ク
ベ
ー
ス
の
監
督
推
進
な
ど
全
般
的
な
提
言
と
、
ス
ト

レ
ス
テ
ス
ト
の
更
な
る
活
用
、
自
己
資
本
比
率
規
制
で
の

第
二
の
柱
強
化
、
保
険
会
社
へ
の
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ

ル
ベ
ン
シ
ー
比
率
導
入
、
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
枠

組
み
強
化
、
破
綻
処
理
制
度
拡
充
・
早
期
介
入
対
応
、
金

融
市
場
イ
ン
フ
ラ
の
再
建
破
綻
処
理
計
画
な
ど
個
別
の
提

言
が
あ
る
。

　

金
融
仲
介
で
は
、
人
口
動
態
が
地
銀
や
信
金
に
及
ぼ
す
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図表1　対日 FSAPの主要な提言
FSAPの提言および実施責任を担う当局（　）内 期限

分野横断的な問題
銀行および保険部門について、ボードの独立性と経営陣に対する監視機能を強化するために
コーポレートガバナンスの基準をさらに引き上げる（金融庁） NT

銀行、保険、証券会社に対する全面的なリスクベースの監督を支援するため、さらに内部の
プロセスを発展させる（金融庁、証券取引等監視委員会） Ⅰ

主要な監督上の問題に関して金融庁と日銀の独立性向上を検討（首相、財務省、金融庁、日銀） MT
システミックリスク
大口エクスポージャーのストレステストを定期的に実施するとともに、銀行のソルベンシー
と流動性のリスク分析および保険のソルベンシーリスク分析に関して、独自の監督上のスト
レステストモデルを開発する（金融庁）

NT

重要な外貨について流動性ストレステストの定期的な実施を継続、銀行に対して十分な対応
能力の保持、特に高品質の流動資産を要請する（金融庁） Ⅰ

金融部門の監督
金融庁に銀行の所要自己資本を固有のリスク特性に基づいて設定する権限を付与する（政府） Ⅰ
関連先取引に対してより特定化した定期報告要件と積極的な検査を導入する（金融庁） Ⅰ
保険会社への経済価値ベースのソルベンシー規制枠組みの導入を更に進める（金融庁） NT
十分な人数の経験豊富な人員の確保と海外での活動の実地検査によりシステム上重要な証券
会社への強固な監督を確実にする（金融庁、証券取引等監視委員会） Ⅰ

再建計画問題に関する規制に関し清算機関に対処する（金融庁） Ⅰ
重要なサービスの継続性確保と清算会員を通じた波及リスクの削減を確実にしつつ、極端な
ストレスシナリオを含めることで再建計画を拡充する（JSCC） Ⅰ

マクロプルーデンス政策
金融庁・日本銀行連絡会の金融安定に関するマンデートを明確にする（金融庁、日銀） NT
マクロプルーデンス政策手段の強化を部門毎の手段を含めて積極的に検討する（金融庁） NT
システミックリスク評価の範囲を広げ、深める（金融庁、日銀） NT
危機管理、破綻処理および金融セーフティーネット
手段の選択に関する曖昧さを除去し、法的なベイルイン権限を導入し、早期の破綻処理開始
を可能にするようにトリガーを明確にし、裁判所の役割が効果的な破綻処理を妨げないこと
を確実にして、破綻処理枠組みを強化する（金融庁）

NT

当局間の危機管理フォーラムによって危機対応の準備と協力を拡充する（財務省、金融担当
大臣、日銀、金融庁、預金保険機構） NT

国際的な指針に基づいて、清算機関および他の FMI（金融市場インフラ）運営者の秩序だっ
た破綻処理枠組みを確立する（金融庁） MT

早期の迅速な是正措置を促し破綻処理へのより明確な道筋を示す（金融庁） NT
損失吸収能力を規定する金融機関の範囲拡大を検討する（金融庁） NT
緊急の流動性支援提供の枠組みを強化し、破綻処理での一時的な公的資金使用について事前
の条件を厳正化する（財務省、日銀） NT

金融仲介
マクロ経済および人口動態のトレンドが意味することに関して金融機関に関与し続け、個別
金融機関の存続可能性に懸念が認識されたら、タイムリーな対応策をとる（金融庁） Ⅰ

銀行に対して、新たな業務活動に対応したリスク管理実務の進化を促す（金融庁） NT
中期的な収益性の懸念に対応するため、地銀および信金に対して経費削減、統合、収益の多
様化と手数料構造の見直しを促す（金融庁、政府） NT

信用保証の対象範囲縮小（中小企業庁） MT
（注）　期限の表記は、Ⅰ（直ちに）－１年以内、NT（短期）－１～３年、MT（中期）－３～５年。
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影
響
へ
の
対
応
を
取
り
上
げ
、
金
融
機
関
の
努
力
を
促
す

監
督
当
局
の
関
与
を
求
め
て
い
る
。
な
お
、
マ
ク
ロ
プ

ル
ー
デ
ン
ス
政
策
と
破
綻
処
理
に
関
す
る
提
言
で
は
、
Ｆ

Ｓ
Ｂ
の
日
本
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
で
の
指
摘
と
共
通
す
る
点
が

少
な
く
な
い⑹

。

Ⅱ�

．
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
を
取
り
巻

く
環
境
と
様
々
な
リ
ス
ク

一
、
金
融
・
経
済
環
境
の
概
観

　

報
告
書
は
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
銀
行
部
門

の
重
要
性
を
説
明
、
ま
た
、
保
険
部
門
で
は
生
命
保
険
会

社
の
資
産
規
模
が
相
対
的
に
大
き
く
、
上
位
集
中
が
進
ん

で
い
る
と
し
て
い
る
。
証
券
市
場
の
規
模
は
大
き
い
が
、

社
債
市
場
は
相
対
的
に
小
さ
い
。
証
券
会
社
で
は
上
位
五

社
（
三
社
は
メ
ガ
バ
ン
ク
系
）
や
外
資
系
と
他
の
証
券
会

社
で
業
務
の
重
点
や
広
が
り
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
日
銀
の
金
融
緩
和
に
伴
い
金
融
機
関
の
資
産
運
用

で
国
債
比
率
が
低
下
、
海
外
貸
出
・
投
資
比
率
が
高
ま
っ

て
い
る
。
銀
行
に
よ
る
海
外
展
開
や
買
収
、
保
険
会
社
の

海
外
保
険
会
社
買
収
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

低
成
長
、
低
イ
ン
フ
レ
持
続
の
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
影

響
や
金
融
機
関
の
行
動
変
化
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
リ
ス
ク

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
開
始
か
ら
四
年
が
経
つ
が
、
潜
在
成
長

力
の
引
き
上
げ
、
公
的
債
務
を
持
続
可
能
な
経
路
に
乗
せ

る
こ
と
や
経
済
の
リ
フ
レ
に
向
け
た
努
力
は
継
続
中
。
非

伝
統
的
な
金
融
政
策
に
よ
り
日
銀
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が

拡
大
し
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
が
平
坦
化
し
て
い
る
が
、
物
価

上
昇
見
通
し
は
改
善
し
て
い
な
い
。
低
成
長
と
低
金
利
の

長
期
化
は
基
調
的
な
人
口
動
態
の
向
か
い
風
と
共
に
、
金

融
機
関
に
困
難
な
マ
ク
ロ
金
融
環
境
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
内
需
は
不
活
発
で
設
備
投
資
や
融
資
の
伸
び
は
抑
制

さ
れ
て
い
る
。
低
金
利
と
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
平
坦
化
の
背
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景
に
は
人
口
動
態
の
影
響
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
下
で
銀
行
の
収
益
性
は
低
く
、
純
金
利

鞘
は
縮
小
傾
向
が
続
く
。
預
金
金
利
が
ゼ
ロ
で
制
約
さ

れ
、
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
は
平
坦
化
し
貸
出
需
要
は
弱
い
。

一
部
の
銀
行
は
収
益
機
会
を
求
め
て
海
外
貸
出
や
不
動
産

貸
出
、
外
国
証
券
投
資
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。
海
外
活
動

拡
大
で
潜
在
的
に
変
動
制
の
高
い
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
外
貨
資

金
調
達
へ
の
依
存
が
高
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
課
題
は

あ
る
が
銀
行
部
門
全
般
は
現
状
で
は
安
定
的
で
、
前
回
の

Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
以
降
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
指
標
は
概
ね
強
い
。

　

極
端
な
低
金
利
環
境
は
、
都
銀
と
比
べ
て
リ
テ
ー
ル
預

金
依
存
度
が
高
い
地
銀
と
信
用
金
庫
に
重
大
な
問
題
を
も

た
ら
す
。
地
銀
と
信
金
は
環
境
適
応
に
努
力
し
、
経
費
削

減
や
相
続
対
策
絡
み
の
不
動
産
貸
出
増
強
や
証
券
投
資
の

積
極
化
を
行
い
、
保
険
販
売
な
ど
に
よ
る
手
数
料
収
入
増

加
に
も
努
め
て
い
る
。

　

生
命
保
険
会
社
も
、
長
引
く
低
金
利
環
境
を
背
景
に
予

定
利
率
の
達
成
を
目
指
し
て
海
外
投
資
に
向
か
っ
て
い

る
。
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
マ
ー
ジ
ン
比
率
は
改
善
し
て
い
る

が
、
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
比
率
（
Ｅ
Ｓ

Ｒ
）
は
低
下
し
て
い
る
。

二
、
経
済
・
金
融
の
リ
ス
ク
と
影
響

⑴　

市
場
お
よ
び
資
金
流
動
性
リ
ス
ク

　

報
告
書
は
金
融
市
場
の
状
況
に
つ
い
て
長
期
の
低
金
利

と
量
的
質
的
緩
和
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
導
入
が
困
難
を

も
た
ら
し
た
と
し
て
、
そ
の
影
響
を
論
じ
て
い
る
。

　

国
債
を
含
む
証
券
の
市
場
流
動
性
低
下
を
示
す
指
標
が

み
ら
れ
、
短
期
金
融
市
場
で
は
収
益
性
の
大
幅
低
下
で
取

引
が
減
少
、
金
融
機
関
の
為
替
ス
ワ
ッ
プ
取
引
へ
の
依
存

が
高
ま
っ
た
。
国
債
市
場
の
流
動
性
は
日
銀
の
国
債
買
入

れ
の
悪
影
響
を
受
け
て
い
る
。
流
動
性
の
復
元
力
は
、
国

債
の
日
銀
保
有
比
率
上
昇
で
低
下
し
た
模
様
。
市
場
参
加

者
は
、
低
金
利
や
収
益
目
的
で
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
減
少
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が
、
状
況
変
化
に
迅
速
に
反
応
す
る
民
間
市
場
の
能
力
を

低
下
さ
せ
た
と
指
摘
す
る
。
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
引
受
け

や
レ
ポ
・
現
物
取
引
で
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
イ
ク
へ
の
参
加

者
が
減
少
し
、
市
場
が
効
率
的
に
機
能
す
る
た
め
に
必
要

な
、
テ
ク
ニ
カ
ル
な
専
門
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

⑵　

不
動
産
か
ら
生
じ
る
リ
ス
ク

　

不
動
産
関
連
で
は
、
人
口
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一

部
の
地
域
や
セ
グ
メ
ン
ト
で
住
宅
価
格
の
上
昇
傾
向
が
続

く
。
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
は
、
二
〇
一
三
年
以
来
二
三
％
上

昇
、
歴
史
的
に
低
い
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
と
相
続
税
制
変
更

が
需
要
圧
力
を
高
め
て
い
る
。
住
宅
価
格
年
収
倍
率
も
過

熱
を
示
唆
す
る
。
不
動
産
貸
出
は
他
の
貸
出
よ
り
伸
び
が

高
く
、
日
銀
の
金
融
シ
ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト
（
二
〇
一
七
年

四
月
）
は
、
銀
行
・
信
金
の
不
動
産
貸
出
は
史
上
最
高
水

準
だ
と
指
摘
。
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
は
、
東
京
、
大
阪
や
い

く
つ
か
の
地
域
で
、
若
干
、
過
大
評
価
だ
と
み
ら
れ
る
。

⑶�　

銀
行
、
保
険
業
に
つ
い
て
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク

評
価
（
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
前
提
）

　

Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
で
は
銀
行
・
保
険
部
門
の
リ
ス
ク
を
ス
ト
レ

ス
テ
ス
ト
で
分
析
し
て
い
る
。
テ
ス
ト
に
用
い
た
マ
ク
ロ

経
済
シ
ナ
リ
オ
は
以
下
の
リ
ス
ク
を
組
み
込
ん
で
い
る
。

・�

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
は
、
概
ね
二
〇
一
六
年
一
〇

月
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
経
済
見
通
し
に
基
づ
く
。

・�

グ
ロ
ー
バ
ル
化
後
退
に
基
づ
く
極
端
で
は
な
い
悪
化
シ

ナ
リ
オ
は
、
ⅰ
内
向
き
政
策
と
貿
易
取
引
、
資
本
、
労

働
移
動
へ
の
悪
影
響
、
ⅱ
企
業
財
務
レ
バ
レ
ッ
ジ
懸
念

が
引
き
金
と
な
っ
た
新
興
市
場
経
済
諸
国
で
の
信
用
伸

び
率
の
大
幅
な
低
下
、
ⅲ
当
初
の
為
替
レ
ー
ト
下
落
、

そ
の
後
の
短
期
金
利
上
昇
と
株
価
下
落
を
含
む
国
内
金

融
市
場
の
タ
イ
ト
化
お
よ
び
住
宅
市
場
反
落
を
想
定
。

・�
厳
し
い
悪
化
シ
ナ
リ
オ
は
、
米
国
金
利
上
昇
（
政
策

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
の
見
直
し
、
タ
ー
ム
プ
レ
ミ
ア

ム
拡
大
、
急
速
な
金
融
政
策
正
常
化
な
ど
が
影
響
）
を
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想
定
、
日
本
の
国
内
債
券
市
場
の
深
刻
な
状
況
悪
化
を

伴
う
。
二
〇
一
七
年
～
一
八
年
に
米
国
金
利
が200bp

上
昇
、
日
本
か
ら
の
資
本
流
出
と
金
融
逼
迫
を
起
こ

し
、
信
認
喪
失
が
引
き
金
と
な
っ
て
国
債
利
回
り
は
さ

ら
に
上
昇
す
る
と
想
定
。

・�

な
お
、
流
動
性
シ
ョ
ッ
ク
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ナ
リ
オ

で
の
分
析
も
行
っ
て
い
る
。

⑷　

銀
行
部
門
の
抵
抗
力
評
価

　

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
結
果
で
は
、
銀
行
部
門
に
は
短
期

的
な
リ
ス
ク
へ
の
抵
抗
力
が
あ
る
が
、
部
分
的
に
脆
弱
性

が
あ
る
。
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
都
銀
や
一
部

の
地
銀
は
主
に
海
外
収
益
で
資
本
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
改
善
さ

せ
、
国
内
銀
行
は
低
利
鞘
と
信
用
リ
ス
ク
と
人
件
費
増
加

の
悪
影
響
を
受
け
る
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
よ
れ

ば
、
厳
し
い
悪
化
シ
ナ
リ
オ
の
下
で
銀
行
部
門
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ

の
分
析
対
象
二
〇
行
）
の
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
（
コ
モ
ン
エ
ク
イ

テ
ィ
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
）
比
率
は
、
二
〇
一
八
年
に
八
・
三
％

に
低
下
、
分
析
対
象
に
含
ま
れ
る
地
銀
三
行
で
は
八
％
を

維
持
す
る
た
め
に
追
加
の
資
本
が
必
要
に
な
る
。

　

大
手
銀
行
で
は
株
式
そ
の
他
の
市
場
関
係
で
の
損
失
が

最
重
要
な
リ
ス
ク
要
因
で
、
信
用
損
失
と
リ
ス
ク
資
産
の

変
化
の
影
響
も
重
要
で
あ
る
。

　

地
銀
に
は
信
用
リ
ス
ク
の
影
響
が
最
大
で
、
海
外
エ
ク

ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
が
な
い
地
銀
（
国
内
の
み
で
業
務
活
動
）

は
人
件
費
負
担
が
相
対
的
に
高
く
貸
出
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
分
散
化
は
少
な
い
。
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ
で
も
収

益
性
と
自
己
資
本
比
率
が
緩
や
か
に
低
下
す
る
。
都
銀
や

海
外
活
動
を
行
う
地
銀
と
比
べ
て
信
用
リ
ス
ク
が
大
き

い
。

　

銀
行
部
門
は
、
共
通
す
る
借
手
に
よ
る
与
信
集
中
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い
る
。
最
大
手
の
借
手
の
デ
フ
ォ
ル
ト
を
想

定
す
る
と
、
上
位
の
借
手
五
社
で
四
行
、
一
〇
社
で
は
一
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二
行
が
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
の
最
低
所
要
自
己
資
本
比
率
を
下
回

る
。
複
数
の
銀
行
が
同
じ
大
口
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
保

有
し
て
い
る
。

　

資
金
調
達
構
造
か
ら
は
、
外
貨
資
金
調
達
で
ホ
ー
ル

セ
ー
ル
市
場
へ
の
依
存
が
大
き
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
円

ベ
ー
ス
の
流
動
性
は
豊
富
だ
が
、
特
に
地
銀
で
は
外
貨
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
大
き
な
脆
弱
性
が
あ
る
。
資
金
調
達
お
よ
び

市
場
流
動
性
と
支
払
い
能
力
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
を
組
み

合
わ
せ
る
と
銀
行
の
流
動
性
制
約
は
、
若
干
だ
が
よ
り
厳

し
い
結
果
に
な
る
。

⑸　

保
険
部
門
の
抵
抗
力

　

金
利
上
昇
で
、
生
保
で
は
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
マ
ー
ジ
ン
比

率
が
か
な
り
低
下
す
る
が
、
損
保
は
よ
り
抵
抗
力
が
あ

る
。
な
お
、
現
行
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制
枠
組
み
で
の
ス

ト
レ
ス
テ
ス
ト
結
果
の
解
釈
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
保
険
会
社
が
開
示
し
て
い
る
経
済
価
値
ベ
ー

図表２�　IMFトップダウンストレステストの結果（自己資本比率－
CET1（％）の推移）

〔出所〕　報告書の図表25から２つのシナリオの結果を引用

ベースラインシナリオ（2016～2021） 厳しい悪化シナリオ（2016～2021）
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ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
比
率
は
、
現
行
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー

マ
ー
ジ
ン
比
率
よ
り
低
い
が
、
金
利
上
昇
へ
の
脆
弱
性

（
比
率
低
下
）
は
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
規
制
比
率
で
は
減

少
す
る
（
た
だ
し
、
低
金
利
長
期
化
へ
の
脆
弱
性
は
増

大
）。
こ
の
点
か
ら
み
る
と
将
来
の
規
制
枠
組
み
の
確
実

性
が
保
険
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
修
正
の
助
け
と
な
る
。

⑹　

金
融
商
品
お
よ
び
金
融
市
場
か
ら
生
じ
る
リ
ス
ク

　

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
証
券
会
社
か
ら
生
じ
る
金
融
安
定

へ
の
潜
在
的
リ
ス
ク
は
、
大
手
証
券
グ
ル
ー
プ
が
金
融
シ

ス
テ
ム
と
の
間
で
持
つ
相
互
連
関
性
で
左
右
さ
れ
る
。
こ

れ
は
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
市
場
で
都
市
銀
行
が
資
金
を
引
き

揚
げ
る
可
能
性
か
ら
発
生
す
る
。
金
融
市
場
イ
ン
フ
ラ
で

は
、
部
分
的
に
は
標
準
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
強
制
的
な
集
中

清
算
導
入
に
よ
り
、
清
算
機
関
が
金
融
シ
ス
テ
ム
の
ま
す

ま
す
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
サ
イ

バ
ー
犯
罪
は
日
本
で
も
主
要
な
脅
威
の
一
つ
と
認
識
さ

れ
、
金
融
庁
は
監
督
強
化
、
情
報
共
有
枠
組
み
の
実
効
性

向
上
、
業
界
横
断
的
な
演
習
実
施
な
ど
で
対
応
し
て
い�

る⑺

。
⑺　

相
互
連
関
性
と
リ
ス
ク
増
幅
の
経
路

　

報
告
書
は
、
相
互
連
関
性
に
よ
る
リ
ス
ク
も
分
析
し
て

い
る
。
都
市
銀
行
と
非
金
融
企
業
が
金
融
面
の
影
響
波
及

の
主
な
源
泉
で
あ
り
、
市
場
デ
ー
タ
に
基
づ
く
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
分
析
で
は
最
大
級
の
銀
行
へ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
他
の

部
門
、
と
り
わ
け
保
険
会
社
に
強
く
伝
播
す
る
。
非
金
融

企
業
も
同
様
に
重
要
で
、
主
に
国
内
で
活
動
す
る
が
海
外

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
も
あ
る
地
銀
同
士
の
結
び
つ
き
も
強

い
。
ま
た
、
顧
客
企
業
へ
の
海
外
の
シ
ョ
ッ
ク
を
通
じ
た

間
接
的
な
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
も
海
外
の
影
響
が
波
及
す

る
重
要
な
源
泉
で
あ
る
。

　

金
融
面
の
波
及
は
、
株
式
の
持
ち
合
い
お
よ
び
共
通
要

因
（
地
理
的
お
よ
び
業
務
上
）
へ
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
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で
部
分
的
に
は
説
明
で
き
る
。
三
メ
ガ
バ
ン
ク
や
大
手
証

券
会
社
、
大
手
保
険
会
社
で
は
、
ま
だ
戦
略
的
な
株
式
保

有
（
主
に
金
融
機
関
同
士
）
が
か
な
り
あ
り
、
株
式
持
ち

合
い
は
平
均
で
金
融
機
関
の
株
式
資
本
の
一
八
％
に
相
当

す
る
。Ⅲ�

．
人
口
動
態
の
変
化
が
金
融
シ
ス
テ

ム
に
及
ぼ
す
影
響
と
対
応
策
の
検
討

　

対
日
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
が
注
目
し
た
人
口
動
態
変
化
の
金
融
シ

ス
テ
ム
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
リ
ス
ク
分
析
と
関
連
す
る

政
策
対
応
を
整
理
す
る
と
以
下
の
通
り
。

一�

、
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
金
融
シ
ス
テ
ム
に
構
造
的
変

化
を
も
た
ら
す

　

高
齢
化
・
人
口
減
少
は
、
資
産
価
格
へ
の
影
響
な
ど
を

通
じ
て
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
造
的
な
変
化
に
つ
な
が
る

（
図
表
3
）。
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
り
生
産
性
の
伸
び

率
が
低
下
し
、
投
資
お
よ
び
与
信
需
要
が
抑
制
さ
れ
、
経

済
成
長
と
不
動
産
価
格
に
引
き
下
げ
圧
力
が
生
じ
る
。
高

齢
者
層
増
大
で
蓄
積
し
た
貯
蓄
が
引
き
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
資
産
価
格
の
引
き
下
げ
要
因
と
な
り
う
る
。

　

ま
た
、
退
職
者
増
加
は
安
全
資
産
へ
の
需
要
を
増
加
さ

せ
、
長
期
資
産
の
価
格
を
引
き
下
げ
る
効
果
が
あ
る
。
医

療
サ
ー
ビ
ス
需
要
増
加
と
退
職
者
へ
の
支
払
い
増
加
が
財

政
を
圧
迫
す
る
こ
と
も
安
全
資
産
需
要
を
引
き
上
げ
る
。

高
齢
者
増
加
が
金
融
部
門
の
構
成
に
与
え
る
影
響
は
、
理

論
上
は
曖
昧
で
複
雑
だ
が
、
実
証
分
析
は
銀
行
の
役
割
低

下
を
示
唆
す
る
。
カ
ン
ト
リ
ー
・
パ
ネ
ル
分
析
の
結
果
で

は
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
銀
行
部
門
と
比
べ
て
非
銀
行
部

門
に
よ
る
金
融
仲
介
比
率
が
高
ま
る
。

　

地
方
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
地
域
銀
行
の
預
金
・
貸

出
の
変
動
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
今
後
二
〇
年
間
で
激
化
す

る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
4
参
照⑻

）。
預
金
、
貸
出
と
も
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に
減
少
が
予
想
さ
れ
る
が
、
貸
出
へ
の
影
響
が
よ
り
大
き

い
と
推
定
さ
れ
、
預
貸
率
は
年
率
一
～
一
・
五
％
の
低
下

が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
な
お
、
銀
行
間
の
バ
ラ
ツ
キ
が

大
き
く
、
大
都
市
圏
の
地
銀
へ
の
影
響
は
相
対
的
に
は
少

な
い
。
こ
う
し
た
予
測
か
ら
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
変
更
や

経
費
削
減
が
重
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
戦
略
変
更
で
新
た
な
リ
ス
ク
が
生
じ
る
こ
と
は

避
け
難
い
。
人
口
動
態
の
向
か
い
風
が
、
地
銀
を
証
券
投

資
の
増
加
と
手
数
料
収
入
の
増
強
へ
と
向
か
わ
せ
る
が
、

そ
う
し
た
行
動
に
は
リ
ス
ク
が
伴
い
対
応
が
十
分
と
は
限

ら
な
い
。
ま
た
、
地
銀
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
更
は
収
益

の
多
様
化
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
税
制
要
因
で

増
加
し
て
い
る
不
動
産
貸
出
に
は
、
継
続
性
が
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

　

地
銀
の
投
資
戦
略
の
高
度
化
は
市
場
リ
ス
ク
を
高
め
、

手
数
料
収
入
の
拡
大
は
潜
在
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
ダ
ク

ト
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
う
る
。
ま
た
、
非
金
利
収
入
は
増

図表３　高齢化による金融仲介への影響

〔出所〕　報告書の図表22を筆者仮訳、IMFスタッフ作成

高齢化

経済成長率

安全資産需要 金融構造の
変化

銀行の収益性
と健全性

金融へのアクセス

財政赤字

貸出利鞘

住宅価格、株式プレミア
ム、タームプレミアム

投資／貸出の機会

政府債務

労働供給、生産性

ポートフォリオ選択

退職および医療サー
ビスへの需要
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加
し
て
は
い
る
が
、
元
々
の
金
額
が
小
さ
く
、
間
隙
を
埋

め
る
よ
う
に
な
る
に
は
何
年
も
か
か
る
だ
ろ
う
。
運
営
費

用
の
削
減
や
イ
ン
フ
ラ
の
合
理
化
に
よ
る
経
費
削
減
は
、

実
際
の
と
こ
ろ
で
は
大
き
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

二
、
高
齢
化
へ
の
対
応
を
促
す
政
策
措
置

　

報
告
書
で
は
、
政
策
当
局
は
高
齢
化
が
も
た
ら
す
金
融

部
門
で
の
調
整
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
り
、
少
な
く
と
も

邪
魔
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
、
以
下
の
対
応
を
促
し
て

い
る⑼

。

　

金
融
当
局
は
銀
行
の
取
締
役
会
へ
の
関
与
を
続
け
、
銀

行
が
マ
ク
ロ
経
済
と
人
口
動
態
の
動
向
が
存
続
可
能
性
に

与
え
る
影
響
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
べ
き

で
あ
る
。
存
続
可
能
性
に
懸
念
が
生
じ
た
ら
、
預
金
者
そ

の
他
の
債
権
者
の
利
益
を
守
り
株
主
の
利
得
を
最
大
化
す

る
た
め
、
銀
行
に
迅
速
な
対
応
を
求
め
る
こ
と
が
健
全
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
慣
行
の
改
善

が
必
要
で
あ
る
。

　

金
融
業
界
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
し
て
高
齢
化
に
よ

る
需
要
変
化
に
適
応
し
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
管
理
や
退
職
プ
ラ

ン
策
定
は
消
費
者
に
価
値
を
作
り
だ
し
金
融
機
関
に
は
収

益
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
終
身
年
金
市
場
の
開
発
は
、
家

計
の
長
寿
化
リ
ス
ク
に
対
す
る
ヘ
ッ
ジ
を
改
善
す
る
。
よ

り
市
場
に
基
づ
く
金
融
仲
介
へ
転
換
す
る
こ
と
で
は
、
資

産
運
用
会
社
が
提
供
す
る
、
透
明
性
が
あ
り
効
率
的
で
投

資
家
が
利
用
し
や
す
い
商
品
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。

　

存
続
困
難
な
金
融
機
関
に
は
退
出
を
促
し
、
経
費
削
減

や
地
銀
同
士
の
統
合
な
ど
の
方
策
を
再
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
た
だ
し
、
統
合
だ
け
で
は
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
十

分
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

地
銀
は
、
銀
行
取
引
へ
の
手
数
料
賦
課
な
ど
を
含
め
収

益
源
の
多
様
化
を
目
指
す
だ
ろ
う
。
手
数
料
賦
課
は
日
本

の
銀
行
文
化
に
反
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
国
の
経
験
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図表４　貸出－預金変動への人口動態の影響　1995年～2035年（実績と予想）

〔出所〕�　IMF�Country�Report�No.�17/283�Japan:�“Financial�Sector�Assessment�Program-Technical�
Note-Long-Term�Challenges�for�Financial�Intermediation”�図表８より引用

IMFスタッフによる計算・推計 IMFスタッフによる計算・推計

高齢化の影響

人口減少の影響

合計

最大

最小

主要大都市圏地銀

平均 中央値

預貸率への影響（年間増減）

預金増加率への影響

貸出増加率への影響
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で
は
銀
行
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
と
日
常
的
な

取
引
へ
の
手
数
料
賦
課
は
、
顧
客
の
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス

利
用
を
も
た
ら
す
。
手
数
料
は
、
徐
々
に
銀
行
収
益
を
増

加
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
将
来
の
シ
ョ
ッ
ク
に
対
処
す

る
助
け
と
な
る
。
た
だ
し
、
競
争
圧
力
の
た
め
銀
行
が
単

独
で
手
数
料
を
導
入
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

Ⅳ�

．
金
融
シ
ス
テ
ム
の
強
靭
性
向
上
と

成
長
の
支
援
～
金
融
規
制
・
監
督
の

課
題
と
対
応

一�

、
金
融
監
督
の
強
化
（
銀
行
、
保
険
、
証
券
、
金
融
市

場
イ
ン
フ
ラ
）

　

Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
で
は
金
融
部
門
の
監
督
、
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ

ン
ス
政
策
、
破
綻
処
理
制
度
を
取
り
上
げ
、
金
融
シ
ス
テ

ム
の
安
定
性
確
保
の
た
め
の
規
制
・
監
督
と
政
策
的
対

応
、
危
機
対
応
と
混
乱
を
避
け
る
破
綻
処
理
制
度
の
整
備

状
況
な
ど
を
評
価
し
て
い
る
。

⑴　

銀
行
部
門
の
監
督

　

前
回
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
以
降
、
銀
行
部
門
の
監
督
は
改
善
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
緊
急
時
対
応
で
は
更
に
改
善
の
余
地

が
あ
る
。
優
先
的
に
対
処
す
べ
き
三
分
野
は
、
金
融
庁
へ

の
、
健
全
性
目
的
で
各
銀
行
に
固
有
の
所
要
自
己
資
本
を

求
め
る
権
限
の
付
与
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
銀

行
の
リ
ス
ク
管
理
の
更
な
る
強
化
、
よ
り
頑
健
な
リ
ス
ク

評
価
プ
ロ
セ
ス
と
リ
ス
ク
許
容
度
枠
組
み
で
あ
る
。

ⅰ�

所
要
自
己
資
本
を
、
個
々
の
銀
行
の
リ
ス
ク
特
性
に
よ

り
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
金
融
庁
が
新
た
な
リ
ス
ク

に
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
対
応
す
る
に
は
、
第
二
の

柱
の
枠
組
み
で
個
々
の
銀
行
に
リ
ス
ク
特
性
に
基
づ
く

資
本
を
求
め
る
権
限
を
持
つ
こ
と
が
有
益
だ
ろ
う
。
ま

た
、
最
低
資
本
を
下
回
る
前
に
地
銀
や
信
金
の
配
当
等

の
制
限
を
確
実
に
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。



163―　　―

IMFの対日 FSAP（金融セクター評価プログラム）の概要

ⅱ�

取
締
役
会
に
よ
る
経
営
陣
の
監
視
強
化
が
重
要
。
銀
行

は
不
動
産
貸
出
や
投
資
活
動
で
リ
ス
ク
を
と
り
、
手
数

料
ベ
ー
ス
の
サ
ー
ビ
ス
拡
大
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
ダ

ク
ト
上
の
問
題
に
晒
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
取

締
役
が
効
果
的
に
経
営
陣
を
監
視
し
、
適
切
な
牽
制
と

均
衡
を
実
施
す
る
に
は
、
い
っ
そ
う
の
注
意
が
必
要
で

あ
り
、
リ
ス
ク
管
理
機
能
と
内
部
統
制
機
能
の
強
化
と

独
立
性
向
上
も
重
要
で
あ
る
。

ⅲ�

銀
行
監
督
を
完
全
な
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
に
移

行
す
る
に
は
、
内
部
プ
ロ
セ
ス
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
リ
ス
ク
の
累
積
を
防
ぐ
た
め

に
、
関
連
先
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
よ
り
強
固

な
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ

る
。
金
融
庁
は
定
期
的
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
検
査
で

対
応
し
て
い
る
が
、
よ
り
特
定
し
た
定
期
報
告
の
要
請

と
積
極
的
な
検
査
が
有
用
で
あ
る
。

⑵　

保
険
部
門
の
監
督

　

保
険
業
の
規
制
・
監
督
枠
組
み
も
強
化
さ
れ
て
い
る
が

更
な
る
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
経
済
価
値
ベ
ー
ス

の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制
を
早
急
に
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

保
険
会
社
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
強
化
は
さ
れ

た
が
、
非
上
場
保
険
会
社
で
改
善
の
余
地
が
あ
り
、
全
保

険
会
社
が
良
好
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
恩
恵
に

浴
す
る
よ
う
な
法
制
面
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

⑶　

証
券
市
場
の
監
督

　

主
要
な
日
本
の
証
券
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な

金
融
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
へ
の
監
督
は
、
国
内
お
よ
び
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
で
相
互
に
連
関
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

た
特
別
な
注
意
が
必
要
で
あ
り
、
経
験
の
あ
る
要
員
の
増

強
や
海
外
と
の
協
力
強
化
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
監
督

が
強
固
な
資
産
の
分
別
管
理
要
件
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
局
は
分
別
管
理
遵
守
に
関
す
る
監
督
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を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
中
期
的
な
課
題
と
し
て
は
、
小

規
模
証
券
会
社
に
よ
る
金
融
安
定
お
よ
び
投
資
家
保
護
へ

の
リ
ス
ク
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
健
全
性
枠
組
み
を

検
証
す
べ
き
で
あ
る⑽

。

⑷　

金
融
市
場
イ
ン
フ
ラ
の
監
督

　

当
局
の
監
督
お
よ
び
監
視
は
、
日
本
の
金
融
市
場
イ
ン

フ
ラ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
務
の
改
善
に
有
効
だ
っ

た
。
だ
が
、
当
局
間
の
協
力
と
再
建
問
題
に
関
す
る
改
善

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
リ
ス
ク
管
理
枠
組

み
は
大
幅
に
強
化
さ
れ
て
い
る
が
、
再
建
計
画
の
プ
ロ
セ

ス
を
更
に
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

二�

、
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
枠
組
み
の
強
化
と
危
機

管
理
、
破
綻
処
理
対
応
の
改
善

　

Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
お
よ
び
破
綻

処
理
制
度
に
関
す
る
分
析
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
日
本
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー
を
参
照
し
て
お
り
、
提
言
で
も
共
通
点
が
少
な
く

な
い
（
注
⑸
参
照
）。

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
提
言
に
追
加
さ
れ
た
点
で
は
、
金
融
庁
が
自

己
資
本
比
率
規
制
の
第
二
の
柱
を
よ
り
積
極
的
に
用
い
て

監
督
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
効
性
を
強
化
、
住
宅
市
場
の

リ
ス
ク
に
対
す
る
Ｌ
Ｔ
Ｖ
（
貸
出
・
担
保
比
率
）
や
Ｄ
Ｔ

Ｉ
（
債
務
・
所
得
比
率
）
な
ど
の
政
策
手
段
の
法
的
根
拠

を
開
発
す
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
金
融
庁
に
よ
る
ノ
ン
バ
ン
ク
部
門
の
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
評
価
の
強
化
や
ソ
ブ
リ
ン
・
金
融
の
連
関

性
の
分
析
強
化
を
求
め
、
情
報
共
有
に
つ
い
て
の
よ
り
公

式
な
仕
組
み
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

危
機
管
理
・
破
綻
処
理
対
応
で
は
、
預
金
保
険
法
等
の

改
訂
を
評
価
し
つ
つ
、
破
綻
処
理
手
段
選
択
で
曖
昧
さ
が

残
り
、
公
的
支
援
へ
の
期
待
を
高
め
か
ね
な
い
と
指
摘
。

早
期
介
入
で
は
遅
滞
の
な
い
権
限
行
使
を
よ
り
確
実
に
す

べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
破
綻
処
理
枠
組
み
の
主
要
な
特
性
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と
の
相
違
点
と
し
て
、
当
局
に
法
的
ベ
イ
ル
イ
ン
の
権
限

が
付
与
さ
れ
ず
、
破
綻
処
理
で
〝
清
算
手
続
き
適
用
よ
り

も
債
権
者
が
不
利
に
な
ら
な
い
〟
こ
と
が
明
示
的
で
は
な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、（
付
保
）
預
金
者
の

優
先
や
流
動
性
支
援
に
伴
う
日
銀
の
債
権
の
優
先
、
破
綻

処
理
手
続
き
を
遅
延
さ
せ
な
い
た
め
に
裁
判
所
の
役
割
の

検
証
な
ど
も
行
う
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

一
時
的
な
資
金
調
達
の
条
件
厳
格
化
と
民
間
負
担
優
先

の
明
確
化
に
関
し
て
は
、D

-SIB
に
対
し
て
一
定
の
損

失
吸
収
能
力
（G-SIB

の
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
同
一
で
は
な
い

が
類
似
）
の
保
持
義
務
を
課
す
こ
と
が
、
資
金
支
援
の
制

限
と
納
税
者
の
利
益
保
護
に
有
益
だ
と
論
じ
て
い
る
。

　

制
度
面
で
は
、
金
融
当
局
の
監
督
権
限
の
自
律
性
強
化

の
た
め
、
早
期
介
入
、
破
綻
処
理
お
よ
び
緊
急
時
の
資
金

供
与
に
関
し
て
首
相
と
財
務
省
が
持
つ
権
限
の
再
検
討
を

行
な
う
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
緊
急
時
対
応
計
画

策
定
と
危
機
管
理
の
た
め
の
当
局
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
立

が
、
危
機
的
な
状
況
で
の
当
局
間
の
協
力
の
促
進
と
支
援

に
資
す
る
と
し
て
い
る
。

Ⅴ
．
結
び
に
代
え
て

　

今
回
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
で
は
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
で
の
監
督
に

向
け
た
監
督
プ
ロ
セ
ス
改
善
や
自
己
資
本
比
率
規
制
の
枠

組
み
強
化
、
保
険
会
社
に
対
す
る
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ

ル
ベ
ン
シ
ー
比
率
規
制
導
入
、
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
更
な
る
強
化
な
ど
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
指

摘
さ
れ
た
項
目
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
で
、
日
本
の
当
局
は

検
討
を
行
い
対
応
し
つ
つ
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

人
口
動
態
の
変
化
が
金
融
シ
ス
テ
ム
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
は
、
日
本
の
当
局
も
強
い
問
題
意
識
を
持
ち
金
融

シ
ス
テ
ム
の
安
定
確
保
と
金
融
仲
介
の
機
能
強
化
を
図
っ

て
い
る
が
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
で
の
指
摘
も
踏
ま
え
、
さ
ら
に
取

り
組
み
を
強
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
金
融
庁
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の
平
成
二
八
事
務
年
度
金
融
レ
ポ
ー
ト⑾

で
は
、〝
平
成
二

八
事
務
年
度
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
る
金
融
セ
ク

タ
ー
の
評
価
（
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
を
受
け
、
対
日
四
条
協
議
に

お
い
て
少
子
高
齢
化
・
低
金
利
環
境
が
我
が
国
金
融
シ
ス

テ
ム
に
も
た
ら
す
課
題
へ
の
対
応
に
つ
き
様
々
な
提
言
を

う
け
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
提
言
を
国
内
金
融
行
政

の
改
善
に
活
用
し
て
い
く
。〟
と
し
て
い
る
。

　

人
口
動
態
の
変
化
な
ど
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
を
取
り

巻
く
環
境
の
厳
し
さ
は
中
・
長
期
的
に
続
き
、
継
続
的
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
報
告
書
の
紹

介
が
、
課
題
の
理
解
に
わ
ず
か
で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

（
注
）

⑴�　

IM
F
,�F
act�Sheet�

“The�F
inancial�Sector�A

ssessm
ent�

Program

（FSA
P

）”�M
ay�16,�2017

参
照
。

⑵�　

IM
F
,�C
ountry�R

eport�N
o.�17/244�

“Japan:�F
inancial�

System
�Stability�A

ssessm
ent

”,�July�31,�2017

。IM
F
,�

Country�Report�N
o.�17/281~285

が
五
本
のT

echnical�N
ote

レ
ポ
ー
ト
で
、
保
険
、
銀
行
、
証
券
会
社
そ
れ
ぞ
れ
の
規
制
・
監
督

に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
と
金
融
仲
介
の
長
期
的
な
課
題
、
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
リ
ス
ク
分
析
／
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
を
扱
っ
て
い
る
。

⑶�　

IM
F,�

“IM
F�Executive�Board�Concludes�2017�A

rticle�IV
�

Consultation�w
ith�Japan

”�July�31,�2017

参
照
。IM

F�Blog�

“Aging�
Japan�Puts�a�Strain�on�the�Financial�System

”August�10,�
2017

は
、
高
齢
化
の
影
響
分
析
を
紹
介
。

⑷�　

IM
F
,�G
lobal�F

inancial�Stability�R
eport,�A

pril�2017�

“Chapter�2:�Low
�G
row
th,�Low

�Interest�R
ates,�and�

Financial�Interm
ediation

”（
要
旨
は
日
本
語
版
あ
り
）、IM

F,�
Global�Financial�Stability�Report�O

ctober�2017:�Is�Grow
th�

at�Risk"�O
ctober�2017

（
要
旨
は
日
本
語
版
あ
り
）
参
照
。

⑸�　

バ
ー
ゼ
ル
コ
ア
原
則
の
評
価
は
、IM

F,�Country�Report�N
o.�

17/282�

“Financial�Sector�A
ssessm

ent�Program
-D
etailed�

A
ssessm

ent�of�O
bservance�on�Basel�Core�Principles�for�

Effective�Banking�Supervision

”�Septem
ber�2017

参
照
。
二
九

原
則
中
二
つ
がM

N
C

（m
aterially�non-com

pliant:

か
な
り
の
程

度
不
遵
守
）
と
の
評
価
（
原
則
一
六
：
適
正
自
己
資
本
比
率
～
金
融

庁
は
第
一
の
柱
は
妥
当
と
の
認
識
と
回
答
、
原
則
二
〇
：
関
連
先
と

の
取
引
～
検
査
・
監
督
プ
ロ
セ
ス
の
統
合
・
強
化
で
対
応
と
回
答
）。

⑹�　

FSB,�
“Peer�Review

�of�Japan

”�21�D
ecem

ber,�2016

参
照
。
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IMFの対日 FSAP（金融セクター評価プログラム）の概要

概
要
を
日
本
証
券
経
済
研
究
所　

証
券
レ
ビ
ュ
ー
〝
Ｆ
Ｓ
Ｂ
（
金
融

安
定
理
事
会
）
に
よ
る
日
本
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
（
上
）
二
〇
一
七
年
七

月
〟、
同
（
下
）
八
月
で
紹
介
。

⑺�　

金
融
庁
〝「
金
融
分
野
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に

向
け
た
取
組
方
針
」
の
公
表
に
つ
い
て
〟
二
〇
一
五
年
七
月
参
照
。

⑻�　

テ
ク
ニ
カ
ル
・
ノ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
一
〇
三
地
銀
の
パ
ネ
ル
・

デ
ー
タ
（
期
間
は
一
九
九
〇
年
～
二
〇
一
五
年
）
の
推
計
結
果
。
人

口
動
態
、
マ
ク
ロ
変
数
、
銀
行
財
務
指
標
な
ど
を
説
明
変
数
と
し
て

使
用
。
人
口
増
減
は
預
金
よ
り
も
貸
出
に
よ
り
大
き
く
影
響
す
る

（
ど
ち
ら
も
有
意
）
と
の
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
個
々
の
地

銀
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
相
続
に
よ
る
預
金
の
地
域
間
移
動
な
ど

も
考
慮
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

⑼�　

日
本
の
金
融
当
局
も
人
口
動
態
の
及
ぼ
す
影
響
に
は
強
い
問
題
意

識
を
持
ち
、
分
析
・
情
報
伝
達
に
努
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
銀

行
の
金
融
シ
ス
テ
ム
レ
ポ
ー
ト
（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）
で
は
、
銀

行
の
競
争
状
態
や
オ
ー
バ
ー
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
地
域
毎
の

人
口
・
企
業
数
減
少
の
影
響
を
分
析
し
て
い
る
。

⑽�　

IM
F
,�C
ountry�R

eport�N
o.�17/284�

“Financial�Sector�
A
ssessm

ent�Program
-T
echnical�N

ote-R
egulation�and�

Supervision�of�Securities�Firm
s

”�Septem
ber�2017

で
は
分
別

管
理
の
外
部
監
査
頻
度
を
増
や
す
こ
と
等
を
提
言
。

⑾�　

金
融
庁
：
平
成
二
八
事
務
年
度　

金
融
レ
ポ
ー
ト
（118

ペ
ー
ジ
）

参
照
。

�

（
さ
し
だ　

あ
き
お
・
当
研
究
所
特
任
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
）


